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昭
和
二
十
年
代
か
ら
平
成
初
め
に
か
け
て
活

躍
し
た
俳
人
飯
田
龍
太
（
一
九
二
〇
～
二
〇
〇

七
）
は
、
笛ふ

え

吹ふ
き

市
境

さ
か
い
が
わ
ち
ょ
う

川
町
に
俳
人
･
飯
田
蛇だ

笏こ
つ

の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
三
人
の
兄
を
戦
争

と
病
で
失
う
と
、郷
里
に
定
住
の
意
志
を
固
め
、

蛇
笏
が
主
宰
す
る
俳
誌
「
雲う

ん

母も

」
の
編
集
に
従

事
し
た
。
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年
八
月
、

第
一
句
集
『
百ひ

ゃ
っ
こ戸

の
谿た

に

』
を
刊
行
、「
第
二
芸
術

論
」「
社
会
性
俳
句
」
の
議
論
に
湧
く
戦
後
俳
壇

に
伝
統
派
の
旗
手
と
し
て
登
場
し
た
。

　

一
九
六
二
年
十
月
に
蛇
笏
が
亡
く
な
る
と

「
雲
母
」
の
主
宰
を
継
承
し
、全
国
各
地
の
句
会

に
出
席
す
る
一
方
、
鑑
賞
・
評
論
・
随
筆
へ
と

活
動
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　

通
信
俳
句
講
座
の
監
修
や
新
聞
の
投
稿
欄
の

選
な
ど
も
担
当
し
、
俳
句
を
詠
み
か
つ
味
わ
う

楽
し
さ
、
俳
句
を
通
し
て
日
常
生
活
を
豊
か
に

し
て
い
く
よ
ろ
こ
び
を
、
平
明
な
言
葉
で
幅
広

い
世
代
に
語
り
か
け
た
。
俳
句
人
口
が
か
つ
て

な
い
ほ
ど
増
大
し
、
俳
壇
の
第
一
線
に
立
っ
た

龍
太
は
、
最
後
の
句
集
と
な
っ
た
『
遲ち

速そ
く

』
を

刊
行
し
た
翌
年
の
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
に
、

「
雲
母
」を
八
月
発
行
の
九
〇
〇
号
で
終
刊
と
す

る
決
意
を
述
べ
、
社
会
的
に
大
き
な
話
題
と

な
っ
た
。
以
後
、
十
五
年
間
、
龍
太
は
俳
句
を

発
表
す
る
こ
と
な
く
二
〇
〇
七
年
二
月
、
八
十

六
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。

　

当
館
で
は
、
二
〇
〇
八
年
春
に
初
の
企
画
展

「
飯
田
龍
太
展
」
を
開
催
、翌
二
〇
〇
九
年
度
に

は
、
常
設
展
に
「
飯
田
蛇
笏
・
飯
田
龍
太
記
念

室
」
を
設
置
し
、
紹
介
を
行
っ
て
き
た
。

　

本
展
で
は
、
館
蔵
の
自
筆
資
料
を
中
心
に
紹

介
、
生
誕
百
年
に
あ
た
り
、
改
め
て
飯
田
龍
太

の
俳
句
や
随
筆
の
魅
力
を
見
つ
め
直
し
て
い

く
。

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
飯
田
龍
太
を
語
る
」

５
月
31
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

会
場　

講
堂　

定
員
500
名
（
要
申
込
）

進
行　

井
上
康
明
（
俳
人
･
「
郭か

っ
こ
う公
」
主
宰
）

パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
　

瀧
澤
和
治
（
俳
人
･
「
今こ

ん

」
代
表
）　

　
　
　

中
西
夕
紀
（
俳
人
･
「
都
市
」
主
宰
）

　
　
　

髙
柳
克
弘
（
俳
人
･
「
鷹
」
編
集
長
）

○
講
演
会
「
普
段
着
の
龍
太
」

５
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

会　

場　

研
修
室　

定
員
150
名
（
要
申
込
）

講　

師　

飯
田
秀
實
（
龍
太
長
男
・

　
　
　
　

山
廬
文
化
振
興
会
理
事
長
）

聞
き
手　

高
室
有
子
（
当
館
学
芸
幹
）

○
大
人
の
た
め
の
初
心
者
俳
句
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

５
月
23
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

会
場　

研
修
室　

定
員
30
名
（
要
申
込
）

講
師　

保
坂
敏
子
（
俳
人
・「
今
」
編
集
人
）

○
文
学
講
座
（
年
間
文
学
講
座
３
）

「
山
廬
を
訪
れ
た
人
々
」

６
月
14
日
（
日
）
午
後
２
時
～
３
時
10
分

会
場　

研
修
室　

定
員
150
名
（
要
申
込
）

講
師　

保
坂
雅
子
（
当
館
学
芸
課
長
）

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演
会
、
文
学
講
座
は
お
電
話
か

当
館
受
付
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込
く
だ
さ
い
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
申
込
は
、往
復
葉
書
の
「
往
信
」

の
文
面
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
と
ふ
り
が
な

④
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
400
─
0065
甲
府
市
貢
川
１

─
５
─
35
山
梨
県
立
文
学
館
教
育
普
及
担
当
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
返
信
」
の
宛
名
面
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ

り
、
会
期
の
変
更
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
延
期
（
ま
た
は

中
止
）
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

岩
月
家
資
料
を
受
贈

　

太
平
洋
戦
争
が
激
し
く
な
っ
た
一
九
四
四

（
昭
和
十
九
）
年
、井
伏
鱒
二
が
家
族
と
と
も
に

疎
開
し
た
の
が
西
山
梨
郡
甲
運
村
（
現
・
甲
府

市
和わ

戸ど

町ま
ち

）
の
岩
月
家
だ
っ
た
。
甲
府
の
妻
の

実
家
に
疎
開
を
し
て
い
た
太
宰
治
も
、
た
び
た

び
井
伏
の
滞
在
す
る
岩
月
家
を
訪
問
し
、
親
交

を
深
め
た
。

　

こ
の
た
び
岩い

わ

月つ
き

宏ひ
ろ

史し

氏
よ
り
井
伏
鱒
二
書

簡
、
太
宰
治
原
稿
な
ど
二
八
三
点
の
資
料
が
寄

贈
さ
れ
た
。
こ
の
内
、
太
宰
治
「
あ
と
が
き
」

原
稿
は
、『
パ
ン
ド
ラ
の
匣は

こ

』
の
再
版
を
、
宏
史

氏
の
伯
父
岩
月
英
男
が
創
業
し
た
双
英
書
房
よ

り
刊
行
す
る
際
、
書
き
下
ろ
し
た
も
の
。

　

こ
の
ほ
か
、
英
男
の
弟
・
菊
男
が
収
集
し
た

森
鷗
外
、
夏
目
漱
石
、
萩
原
朔
太
郎
な
ど
の
初

版
本
も
多
数
受
贈
し
た
。

　
「
新
収
蔵
品
展　

作
家
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」（
三

月
二
十
二
日
ま
で
）で
一
部
を
公
開
し
て
い
る
。

山
梨
県
立
文
学
館
館報

1989(平成元)年
11月 創刊

第110号

「
俳
句
の
後
山
　
諸
若
葉
潜
り
て
後
山
高
か
ら
ず
」

 

高
橋
睦
郎
　
２

展
示
資
料
よ
り

「
飯
田
龍
太
展
　
生
誕
100
年
」
 

３

閲
覧
室
よ
り
・
寄
贈
資
料
よ
り
 

４

館
か
ら
の
ご
案
内
 

５

や
ま
な
し
文
学
賞
結
果
・

「
資
料
と
研
究
」
第
二
十
五
輯
目
次
 

６

開
館
三
十
周
年
記
念
事
業
報
告
 

７

館
の
日
誌
　
利
用
の
ご
案
内
 

８

特
設
展

「
飯
田
龍
太
展
　
生
誕
100
年
」
開
催

会
期
　
２
０
２
０（
令
和
２
）年
４
月
25
日（
土
）〜
６
月
21
日（
日
）

境川の自宅（山
さん

廬
ろ

）にて  1985年11月
提供　角川文化振興財団

（撮影　斉藤勝久）

太宰治『パンドラの匣』
双英書房版

「あとがき」原稿（部分）
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令
和
元
年
五
月
三
十
一
日
、小
澤
實
主
宰
率

い
る
澤
俳
句
会
の
山さ
ん

廬ろ

行
に
、と
く
に
お
願
い

し
て
同
行
し
た
。私
は
か
つ
て
龍
太
さ
ん
健
在

の
頃
、二
度
ほ
ど
山
廬
を
訪
ね
て
い
る
。
一
度

目
は
平
成
二
年
四
月
十
二
日
、岩
波
書
店
新
書

編
集
部
の
企
画
で
飯
田
龍
太
を
含
む
八
人
の

俳
人
（
飯
田
の
ほ
か
は
年
齢
順
に
三
橋
敏
雄
、

安
井
浩
司
、
高
橋
睦
郎
、
坪
内
稔
典
、
小
澤

實
、
田
中
裕
明
、
岸
本
尚
毅
）
が
、
飯
田
邸
で

あ
る
山
廬
と
御
坂
峠
天
下
茶
屋
と
二
日
が
か

り
の
句
会
を
催
す
べ
く
、ま
ず
は
第
一
日
目
の

山
廬
に
集
ま
っ
た
の
だ
。

　

二
日
間
の
句
会
の
詳
細
は
小
林
恭
二
著
・
岩

波
新
書
『
俳
句
と
い
う
遊
び
―
句
会
の
空
間

―
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
お
り
だ
が
、山
廬

で
の
も
て
な
し
の
描
写
は
な
い
。
い
や
、「
飯

田
家
は
古
い
家
で
あ
る
。／
た
だ
古
い
だ
け
で

は
な
い
。
／
そ
の
間
、き
ち
ん
と
手
を
入
れ
ら

れ
、ま
た
し
か
る
べ
く
愛
さ
れ
た
ゆ
え
で
あ
ろ

う
、一
種
端
正
な
艶
や
か
さ
と
で
も
い
い
た
い

よ
う
な
風
情
を
た
た
え
て
い
る
。」
そ
の
空
間

に
通
さ
れ
た
こ
と
が
、
ま
ず
も
て
な
し
な
の

だ
。

　

も
ち
ろ
ん
第
一
日
の
句
会
の
後
に
は
、裏
の

竹
林
と
れ
と
れ
の
筍
の
煮
も
の
、蒟
蒻
の
刺
し

身
、池
に
飼
わ
れ
て
い
た
の
を
汲
み
上
げ
て
の

鯉
こ
く
な
ど
の
ご
馳
走
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
こ

と
が
、第
二
日
目
の
自
由
題
の
投
句
の
内
容
か

ら
わ
か
る
。
い
ず
れ
も
甲
州
な
ら
で
は
、飯
田

家
な
ら
で
は
の
、
実
の
あ
る
ご
馳
走
、
龍
太
夫

人
丹
精
の
料
理
だ
。
ち
な
み
に
二
日
目「
選
句

の
前
に
」「
昼
食
」
が
出
て
「
山
梨
名
物
、
餺ほ
う

飩と
う

と
黍き

び

飯め
し

」
だ
っ
た
と
、こ
れ
は
は
っ
き
り
記

録
さ
れ
て
い
る
。

　

二
度
目
の
山
廬
訪
問
は
一
度
目
の
何
年
後

だ
っ
た
ろ
う
か
、や
は
り
春
の
甲
州
の
旅
に
若

い
友
人
を
誘
っ
て
、
そ
の
午
後
、
予
告
も
な
し

に
山
廬
に
電
話
す
る
と
龍
太
さ
ん
は
在
宅
で
、

い
ら
っ
し
ゃ
い
と
言
わ
れ
て
友
人
と
も
ど
も

ご
馳
走
に
与
っ
た
。一
度
目
と
違
っ
て
突
然
の

し
か
も
飯
田
家
に
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
友

人
を
伴
な
っ
て
の
闖ち
ん
に
ゅ
う入だ
っ
た
せ
い
か
、出
さ

れ
た
酒
に
し
た
た
か
酔
っ
て
辞
去
。失
礼
し
て

し
ま
っ
た
と
の
苦
い
思
い
が
残
っ
て
い
て
の
、

澤
俳
句
会
に
紛
れ
こ
ん
で
の
二
十
数
年
ぶ
り

の
訪
問
だ
っ
た
わ
け
だ
。

　

二
十
数
年
前
の
失
礼
を
詫
び
る
と
い
っ
て

も
、詫
び
る
相
手
の
龍
太
さ
ん
も
龍
太
夫
人
も

す
で
に
な
い
。
し
か
し
、子
息
の
秀
實
さ
ん
と

多
恵
子
夫
人
に
迎
え
ら
れ
、夫
人
に
主
人
は
あ

な
た
と
会
え
る
の
を
た
い
そ
う
た
の
し
み
に

し
て
ま
し
た
の
と
言
わ
れ
て
、急
に
胸
の
閊つ
か

え

が
下
り
た
思
い
が
し
た
。身
心
と
も
に
く
つ
ろ

い
で
、秀
實
さ
ん
の
案
内
の
ま
に
ま
に
前
庭
か

ら
裏
へ
、
そ
し
て
裏
山
、
い
わ
ゆ
る
後ご

山ざ
ん

へ

登
っ
た
。

　

後
山
へ
は
一
回
目
の
訪
問
の
折
に
も
登
っ

た
は
ず
だ
が
、記
憶
は
な
い
。
制
限
時
間
内
に

席
題
句
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
緊
張

感
か
ら
風
景
の
細
部
は
消
し
飛
ん
で
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
。
改
め
て
登
っ
て
み
る
と
、上
り

き
る
の
に
五
分
と
は
か
か
ら
な
か
っ
た
の
が

意
外
だ
っ
た
。後
山
は
も
ち
ろ
ん
山
廬
か
ら
の

位
置
関
係
に
よ
る
命
名
で
、命
名
は
お
そ
ら
く

蛇
笏
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。私
の
見
落
と
し
で

な
け
れ
ば
、昭
和
七
年
四
十
七
歳
で
世
に
問
う

た
第
一
句
集
『
山
廬
集
』
に
後
山
の
語
は
な

い
。
五
年
後
十
二
年
刊
の
第
二
句
集
『
霊れ
い

芝し

』

の
巻
末
近
く
に
「
山
廬
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

一
句
」
と
し
て

「
中
盆
や
後
山
の
雲
に
人
行
か
ず
」
と
あ
る
の

が
初
出
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

そ
れ
か
ら
は
後
続
句
集
に
出
た
り
出
な

か
っ
た
り
、
そ
れ
が
没
後
四
年
、
四
十
一
年
に

龍
太
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
遺
句
集
『
椿
花
集
』

に
は
ど
っ
と
出
る
。思
う
に
加
齢
に
よ
り
蛇
笏

の
行
動
範
囲
が
狭
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
生

涯
通
し
て
親
し
ん
だ
後
山
へ
の
思
い
が
煮
詰

ま
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。対
す
る
龍
太
の
句
に

は
あ
か
ら
さ
ま
な
後
山
の
語
は
出
な
い
の
で

は
な
い
か
。「
手
が
見
え
て
父
が
落
葉
の
山
歩

く
」
と
い
う
「
落
葉
の
山
」
は
お
そ
ら
く
後

山
、後
山
と
い
わ
ず
単
に
「
山
」
と
い
う
の
が

父
蛇
笏
に
泥な
ず

ま
な
い
龍
太
流
な
の
だ
ろ
う
。

　

後
の
日
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
は
後

山
は
山
廬
の
後
山
で
あ
る
と
と
も
に
、
俳
諧

の
、
俳
句
の
後
山
、
そ
れ
が
思
い
の
ほ
か
高
く

な
か
っ
た
の
は
、
先
人
と
し
て
の
蛇
笏
の
、
龍

太
の
私
た
ち
に
対
す
る
慈
悲
の
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。土
地
と
し
て
の
山
廬
裏
の
傾
斜
地
が

後
山
で
あ
る
と
同
時
に
、
俳
人
蛇
笏
が
、
龍
太

が
、
私
た
ち
の
後
山
な
の
だ
。

（
詩
人
）
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特
設
展「
飯
田
龍
太
展
　
生
誕
100
年
」

「
水
澄す

み
て
四よ

も方
に
関せ

き

あ
る
甲
斐
の
国
」
軸
装

 

個
人
蔵

　

第
六
句
集
『
山
の
木
』（
一
九
七
五
年
四
月 

立
風
書
房
）
収
録
。

　

龍
太
に
は
「
甲
斐
」
の
国
名
を
詠
み
込
ん
だ

句
が
い
く
つ
か
あ
る
。「
梅
漬
の
種
が
真
赤
ぞ
甲

斐
の
冬
」「
か
た
つ
む
り
甲
斐
も
信
濃
も
雨
の
な

か
」
な
ど
。
そ
の
中
で
、
こ
の
一
句
は
、
川
や

小
さ
な
流
れ
も
澄
み
切
っ
て
感
じ
ら
れ
る
秋
を

背
景
に
、
周
囲
を
高
い
山
々
に
囲
ま
れ
、
護
ら

れ
て
き
た
甲
斐
の
国
の
風
土
へ
の
思
い
が
詠
ま

れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
十
一
月
十
一

日
、
こ
の
筆
墨
が
刻
ま
れ
た
飯
田
龍
太
文
学
碑

が
、
当
館
の
あ
る
芸
術
の
森
公
園
内
に
建
て
ら

れ
た
。

　「
後
山
の
記
㈠
」
原
稿 

館
蔵

　
「
俳
句
」
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年
二
月

号
か
ら
四
月
号
ま
で
計
三
回
連
載
。
蛇
笏
が
亡

く
な
っ
た
翌
年
の
執
筆
。
後
に
冒
頭
の
一
部
を

削
除
し
て
、第
一
随
想
集
『
無
数
の
目
』（
一
九

七
二
年
十
一
月 
角
川
書
店
）
に
収
録
。

　

蛇
笏
と
龍
太
は
、
境
川
の
自
宅
「
山さ
ん

廬ろ

」
の

裏
山
を
、「
後
山
」（
ゴ
ザ
ン
又
は
コ
ー
ザ
ン
）

と
呼
ん
だ
。
本
作
で
は
、
新
婚
の
頃
の
両
親
の

逸
話
、
村
の
猟
師
留と
め

さ
ん
と
蛇
笏
と
の
交
流
な

ど
が
語
ら
れ
、
亡
父
を
追
慕
す
る
心
情
が
見
え

る
。

　

龍
太
は
、
三
十
代
か
ら
随
筆
を
発
表
し
て
お

り
、
そ
の
素
材
は
日
常
身
辺
の
話
題
、
自
然
の

描
写
か
ら
、
旅
行
記
、
俳
壇
内
外
の
文
学
者
と

の
交
友
録
な
ど
幅
広
い
。
俳
句
鑑
賞
文
や
評
論

も
含
め
、
そ
の
散
文
に
つ
い
て
は
、
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。

　

本
展
で
は
、
こ
の
ほ
か
、「
旅
歳
時
記
」
原
稿

や
「
中
村
汀
女
の
句
」
原
稿
な
ど
を
展
示
し
、

龍
太
の
散
文
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。

　
金か
ね

子こ

兜と
う

太た

　
飯
田
龍
太
宛
葉
書

　
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
一
月
七
日

 

寄
託
資
料

　

龍
太
は
「
俳
句
」
一
九
七
七
年
十
二
月
号
と

翌
年
の
一
月
号
に
「
金
子
兜
太
の
四
季
」（
上
）

（
下
）を
連
載
。
一
月
号
掲
載
の
末
尾
で
は
、『
金

子
兜
太
全
句
集
』（
一
九
七
五
年
六
月 

立
風
書

房
）
収
録
の
未
完
新
句
集
『
狡こ
う

童ど
う

』
に
つ
い
て
、

多
く
の
死
者
が
眠
る
富
士
北
西
麓
の
「
青
木
ヶ

原
樹
海
を
思
い
浮
べ
る
」一
方
で
、作
品
に
よ
っ

て
は
「
行
く
手
に
明
ら
か
な
道
を
見
出
し
た
よ

う
な
愉
し
い
気
分
に
な
る
」と
批
評
し
て
い
る
。

こ
の
葉
書
は
、
こ
れ
に
対
す
る
礼
状
で
、「
あ
の

よ
う
に
、
ま
と
め
て
、
系
統
的
に
鑑
賞
し
て
も

ら
っ
た
も
の
が
―
そ
れ
も
冷
静
に
客
観
的
に
―

な
か
っ
た
だ
け
に
、よ
け
い
に
う
れ
し
か
っ
た
」

と
謝
意
を
伝
え
て
い
る
。

　

金
子
兜
太
（
一
九
一
九
～
二
〇
一
八
）
は
、

龍
太
歿
後
の
「
俳
句
」
二
〇
〇
七
年
五
月
号
の

追
悼
文
「
座
談
会
の
こ
と
な
ど
」
の
中
で
、
龍

太
を
「
本
物
の
、
そ
れ
こ
そ
体
で
自
然
そ
の
も

の
と
取
組
ん
で
い
る
」
数
少
い
俳
人
の
一
人
と

評
し
た
。
こ
の
原
稿
と
と
も
に
、
二
〇
〇
七
年

三
月
八
日
、「
朝
日
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
高

潔
な
句
風
、
突
然
の
俳
壇
引
退
の
謎
」
の
原
稿

な
ど
、
戦
後
の
俳
壇
を
牽
引
し
た
二
人
の
交
流

を
示
す
資
料
を
展
示
す
る
。

（
学
芸
課　

保
坂
雅
子
）

展
示
資
料
よ
り
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今
年
度
の
閲
覧
室
あ
れ
こ
れ

　

早
く
も
三
月
、
今
年
度
が
ま
も
な
く
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一
年
間
、
閲
覧
室
へ

ご
来
室
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
回
は
、
閲
覧
室
の
一
年
を
振
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
元
号
の
発
表
と
と
も
に
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
発
表
を
受
け
て
、
資
料
紹
介

「
山
梨
の
文
学
者
と
万
葉
集
」
を
行
い
ま
し

た
。
概
要
は
館
報
一
〇
八
号
で
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
か
ら
令
和
と
な
っ
た
二
〇
一
九
年
は
、

当
館
が
三
十
周
年
を
迎
え
た
年
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。
特
設
展
・
企
画
展

と
関
連
し
た
閲
覧
室
資
料
紹
介
「
太
宰
治
を
読

む
」「
山
と
水
に
遊
ぶ
」「
宮
沢
賢
治
の
世
界
」

は
、「
三
十
周
年
記
念
」
を
冠
し
て
実
施
し
ま

し
た
。
百
冊
前
後
の
図
書
・
雑
誌
を
、
展
覧
会

と
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
山
と
水
に
遊
ぶ
」
の
詳
細
は
、
前
号
の
館
報

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
宮
沢
賢
治
の
世
界
」
で

は
、
宮
沢
賢
治
の
著
作
と
と
も
に
、
配
置
し
た

猫
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
よ
る
雰
囲
気
作
り
が
好
評

で
し
た
。

　

三
十
周
年
記
念
事
業
の
本
因
坊
戦
第
二
局

を
開
催
し
た
五
月
に
は
、「
囲
碁
と
作
家
」
と

題
し
た
資
料
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
図
書
・
雑

誌
二
十
点
か
ら
、
川
端
康
成
の
「
名
人
」
や
、

坂
口
安
吾
の
「
文
人
囲
碁
会
」
と
い
っ
た
作
品

の
ほ
か
、
囲
碁
を
愛
好
し
た
文
学
者
た
ち
に
よ

る
文
壇
本
因
坊
戦
の
記
事
な
ど
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

六
月
に
行
っ
た
資
料
紹
介
「
文
学
者
の
食

卓
」
で
は
、
檀
一
雄
の
エ
ッ
セ
イ
『
わ
が
百
味

真
髄
』
や
、
全
国
の
菓
子
を
俳
句
と
文
で
紹
介

し
た
中
村
汀
女
の
『
ふ
る
さ
と
の
菓
子
』
な

ど
、
文
学
者
の
食
に
ま
つ
わ
る
作
品
三
十
四
点

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、

ア
イ
メ
ッ
セ
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
た
「
第
十
四
回
食
育
推
進
全
国
大
会
ｉ
ｎ
や

ま
な
し
」
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
っ
た

も
の
で
す
。

　

館
内
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
た
十
二
月
に
は
、「
ク

リ
ス
マ
ス
の
お
話
」
を
テ
ー
マ
に
、
少
女
雑
誌

「
ひ
ま
わ
り
」
や
児
童
文
学
雑
誌
「
お
と
ぎ
の

世
界
」
掲
載
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
物
語
や
表
紙

絵
、
絵
本
、
太
宰
治
「
メ
リ
イ
ク
リ
ス
マ
ス
」

な
ど
の
小
説
・
エ
ッ
セ
イ
を
集
め
、
閲
覧
室
内

に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
梨
県
出
身
・
ゆ
か
り
の
文
学
者
を

紹
介
す
る
「
文
学
者
の
誕
生
日
に
ち
な
ん
だ
資

料
紹
介
」
で
は
、
六
人
の
文
学
者
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。
四
月
に
俳
人
「
飯
田
蛇
笏
」、九
月
に

児
童
文
学
作
家
「
徳
永
寿
美
子
」、十
月
に
芥
川

賞
作
家
「
八
木
義
德
」、十
一
月
に
俳
人
「
石
原

八
束
」、二
月
に
小
説
家
「
檀
一
雄
」
で
、誕
生

日
前
後
に
三
週
間
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
作
な
ど
約

三
十
冊
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
資
料
紹
介
は
「
探
偵
小
説
の
時
代
」

で
、
大
正
か
ら
昭
和
前
期
の
探
偵
小
説
作
品
や

雑
誌
な
ど
を
手
に
取
っ
て
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

年
二
回
の
「
書
庫
見
学
」
で
は
、
普
段
は
お

入
り
い
た
だ
け
な
い
書
庫
を
ご
案
内
し
ま
し

た
。
第
一
回
は
六
月
八
日
、
第
二
回
は
十
一
月

二
十
日
の
県
民
の
日
に
開
催
し
、
合
計
八
十
名

の
方
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一
定
の
温

度
・
湿
度
に
保
た
れ
た
書
庫
の
環
境
を
体
感
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
保
管
す
る
図
書
や
雑

誌
の
中
か
ら
、芥
川
龍
之
介
の
『
三
つ
の
寶(

た

か
ら)

』
や
樋
口
一
葉
の
デ
ビ
ュ
ー
作
掲
載
雑

誌
「
武
蔵
野
」
な
ど
、
何
点
か
を
取
り
上
げ
て

解
説
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々
は
、
興
味
深

く
見
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
閲
覧
室
の
大
き
な
出
来
事
と
し

て
、
機
器
の
不
調
で
長
い
間
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
い
ま
し
た
が
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
利
用
に
、
新
し
い
マ
イ

ク
ロ
リ
ー
ダ
ー
機
を
導
入
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
度
も
、
当
館
の
資
料
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ご
来
館

の
際
に
は
、
閲
覧
室
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

（
資
料
情
報
課　

小
林
幸
代
）

閲

覧

室

よ

り

［
寄
贈
資
料
よ
り
］

（
令
和
元
年
八
月
～
令
和
二
年
一
月
）

○
岩
月
宏
史
氏
よ
り
太
宰
治
「
あ
と
が
き
」
原

稿
ほ
か
特
殊
資
料
十
九
点
、図
書
二
六
三
点
、

雑
誌
一
点
。

○
岩
月
万
千
子
氏
よ
り
井
伏
鱒
二
「
あ
の
山
を

見
よ
」
色
紙
ほ
か
二
点
。

○
佐
野
秀
延
氏
よ
り
「
早
川
の
谷
」
風
土
絵
図

ほ
か
特
殊
資
料
三
点
、
図
書
二
点
、
雑
誌
三

点
。

○
上
野
巌
氏
よ
り
上
野
巌
撮
影
「
暗
雲
の
夜
明

け　

薬
師
ヶ
嶽
か
ら
の
富
士
」
写
真
パ
ネ

ル
。

○
飯
村
寿
美
子
氏
よ
り
田
中
冬
二
筆
「
故
園
の

莱
」
折
帳
ほ
か
特
殊
資
料
四
点
、雑
誌
七
点
。

○
石
井
耕
氏
よ
り
「『
祖
国
の
砂　

日
本
無
名

詩
集
』
を
跡
付
け
る
」
第
三
・
四
回
抜
き
刷

り
。

○
渡
辺
清
貴
氏
よ
り
井
伏
鱒
二
「
ま
こ
と
に
よ

ろ
し
」
軸
装
。

○
手
嶋
尚
子
氏
よ
り
飯
田
龍
太
「
山
寒
し
」
短

冊
ほ
か
特
殊
資
料
三
十
三
点
、
図
書
二
十
一

点
。

○
秋
山
正
統
氏
よ
り
秋
山
秋
紅
蓼
「
青
柿
」
画

短
冊
ほ
か
八
十
二
点
。

○
前
田
良
和
氏
よ
り
深
沢
七
郎
「
楢
山
節
考
」

出
版
記
念
会
切
り
抜
き
コ
ピ
ー
ほ
か
三
点
。
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※
年
間
文
学
講
座
、名
作
映
画
鑑
賞
会
の
年
間

予
定
は
、チ
ラ
シ
ま
た
は
４
月
以
降
の
当
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
初
心
者
短
歌
教
室
（
定
員
20
名
）

講
師　

三
枝
浩
樹

（
歌
人
・
山
梨
県
歌
人
協
会
会
長
）

６
月
７
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

６
月
20
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

※
要
申
込
。往
復
葉
書
の
「
往
信
」
の
文
面
に

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
・
ふ
り
が
な
④

電
話
番
号
を
明
記
し
、〒
400
―

0065
甲
府
市
貢

川
１
―
５
―
35
山
梨
県
立
文
学
館
学
芸
課

教
育
普
及
担
当
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。な

お
、「
返
信
」
の
宛
名
面
に
郵
便
番
号
、
住

所
、氏
名
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
〆

切
５
月
８
日
（
金
）
必
着

○
読
書
会

基
本
的
に
毎
月
第
１
あ
る
い
は
第
２
日
曜

日
の
午
前
十
時
か
ら
開
催
。

５
月
10
日
（
日
）
森
鷗
外
「
雁
」

６
月
７
日
（
日
）
太
宰
治
「
地
図
」

※
読
書
会
の
年
間
予
定
は
チ
ラ
シ
ま
た
は
４

月
以
降
の
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。
お
電
話
か
葉
書
（
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
展
示
室

常
設
展

○
第
１
～
４
室
（
展
示
室
Ａ
）
の
展
示
替
え

各
コ
ー
ナ
ー
の
展
示
替
え
と
共
に
第
一
室

で
「
山
梨
の
文
学
碑
」
を
テ
ー
マ
に
、期
間

限
定
の
資
料
展
示
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
状

況
に
よ
り
、
各
催
し
を
延
期
（
ま
た
は
中

止
）
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
教
育
普
及
事
業

※
各
企
画
・
講
座
と
も
参
加
・
受
講
無
料

○
年
間
文
学
講
座
（
定
員
500
名
）

・
講
座
１
「
古
典
文
学
（
再
）
入
門
」

今
年
度
は
「
古
典
文
学
（
再
）
入
門
」
を

共
通
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。都
留
文
科
大

学
の
先
生
方
五
名
に
よ
る
リ
レ
ー
式
講
座

で
す
。

講
師　

長
瀬
由
美
（
都
留
文
科
大
学
教
授
）

第
一
回
、
第
二
回
担
当

５
月
29
日
（
金
）「『
枕
草
子
』
入
門
」

６
月
26
日
（
金
）「『
源
氏
物
語
』
入
門
」

・
講
座
２
「
作
家
た
ち
の
一
癖
あ
る
名
作
―

幻
想
を
描
く
、
現
実
を
描
く
」

講
師　

大
木
志
門
（
山
梨
大
学
大
学
院
総

合
研
究
部
教
育
学
域
人
間
科
学
系
准
教
授
）

５
月
９
日
（
土
）「
夏
目
漱
石
『
琴
の
そ
ら

音
』
―
幻
想
作
家
時
代
の
漱
石
」

６
月
13
日
（
土
）「
泉
鏡
花
『
外
科
室
』
―

愛
と
生
と
死
と
」

・
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～　

会
場　

講
堂

※
お
電
話
か
当
館
受
付
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
名
作
映
画
鑑
賞
会
（
定
員
500
名
）

・
午
後
１
時
30
分
～　

会
場　

講
堂

※
申
込
不
要
。
定
員
を
超
え
た
場
合
、入
場
を

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
春
の
常
設
展

３
月
10
日
（
火
）
～
６
月
７
日
（
日
）

山
梨
の
文
学
碑
１　

山
崎
方
代

「
ふ
る
さ
と
の
右
左
口
邨
は
骨
壺
の
底
に
ゆ

ら
れ
て
吾
が
帰
る
村
」
甲
府
市
右
左
口
町

・
夏
の
常
設
展

６
月
９
日
（
火
）
～
８
月
23
日
（
日
）

山
梨
の
文
学
碑
２　

芥
川
龍
之
介

「
藤
の
花
軒
端
の
苔
の
老
い
に
け
り
」

北
杜
市
長
坂
町
・
清
光
寺

○
第
５
室
（
展
示
室
Ｂ
）
の
展
示
替
え

山
梨
県
出
身
・
ゆ
か
り
の
文
学
者
１
０
４
人

を
２
期
に
分
け
て
展
示
。

・
小
説
・
評
論
・
随
筆
・
翻
訳
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
・
戯
曲
・
脚
本
・
童
話
・
童
謡

４
月
25
日
（
土
）
～
８
月
30
日
（
日
）

・
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
漢
詩

10
月
３
日
（
土
）
～
２
０
２
１
年
３
月
７

日
（
日
）

※
第
５
室
は
３
月
10
日
（
火
）
～
４
月
24
日

（
金
）
は
休
室
し
ま
す
。

■
閲
覧
室
〔
入
場
無
料
〕

○
閲
覧
室
資
料
紹
介

・
「
探
偵
小
説
の
時
代
」
～
４
月
５
日
（
日
）

・
「
飯
田
龍
太
の
世
界
」

４
月
25
日
（
土
）
～
６
月
21
日
（
日
）

○
文
学
者
の
誕
生
日
に
ち
な
ん
だ
資
料
紹
介

・
「
土
橋
治
重
」（
４
月
25
日
生
ま
れ
）

４
月
17
日
（
金
）
～
５
月
８
日
（
金
）

○
書
庫
見
学

６
月
６
日
（
土
）

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
２
時
～

館
か
ら
の
ご
案
内

○
増
田
実
氏
よ
り
増
田
実
画
「
ロ
グ
ア
ウ
ト
」

第
四
回
挿
絵
原
画
。

○
伊
藤
仁
氏
よ
り
伊
藤
仁
画
「
息
子
」
挿
絵
原

画
二
十
三
点
。

　

次
の
皆
様
か
ら
も
図
書
・
雑
誌
等
を
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

こ
の
他
に
団
体
の
方
々
か
ら
も
ご
寄
贈
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

相
澤　

邦
衛

雨
宮　

更
聞

井
越　

芳
子

一
條　

宣
好

一
瀬　

公
弘

大
橋　

毅
彦

岡
本　

勝
人

鍵
和
田　

秞
子

風
間　

克
巳

片
山　

由
美
子

勝
又　

浩

黒
澤　

あ
き
緒

黒
沢　

忍

小
山　

弘
明

最
光　

蝕

佐
々
木　

孝
夫

沢
口　

芙
美

滝
谷　

泰
星

出
井　

寛

中
沢　

玉
恵

中
島　

礼
子

二
ノ
宮　

一
雄

秦　

恒
平

林　

充
美

平
松　

伴
子

堀
内　

万
寿
夫

堀
内　

容
子

松
本　

徹

水
上　

孤
城

水
木　

亮

村
田　

三
枝
子

森　

義
真

守
屋　

明
俊

山
本　

育
夫

山
本　

つ
ぼ
み
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一
、
応
募
状
況

　

本
文
学
賞
は
、山
梨
県
と
深
い
ゆ
か
り
を
持

つ
樋
口
一
葉
の
生
誕
百
二
十
年
を
記
念
し
て
、

山
梨
県
の
文
学
振
興
と
、日
本
の
文
化
発
展
を

図
る
目
的
を
も
っ
て
、平
成
四
年
に
制
定
さ
れ

た
。
今
回
も
小
説
募
集
と
研
究
・
評
論
の
推
薦

を
受
け
る
二
部
門
で
実
施
し
た
。選
考
委
員
は

小
説
部
門
が
坂
上
弘
・
佐
伯
一
麦
・
長
野
ま
ゆ

み
、
研
究
・
評
論
部
門
は
、
中
島
国
彦
・
関
川

夏
央
・
兵
藤
裕
己
の
各
氏
。

　

小
説
部
門
の
応
募
作
品
数
は
309
編
。う
ち
男

性
は
227
編
、女
性
は
80
編
。
山
梨
県
内
か
ら
は

27
編
だ
っ
た
。

  

研
究
・
評
論
部
門
の
推
薦
延
数
は
115
編
。
う

ち
自
薦
が
14
編
（
単
行
本
11
冊　

雑
誌
掲
載

３
編
）、
他
薦
が
101
編
（
す
べ
て
単
行
本
）

だ
っ
た
。

二
、
選
考
結
果

　

選
考
会
は
、
研
究
・
評
論
部
門
を
二
月
七

日
、小
説
部
門
を
二
月
十
三
日
に
東
京
都
内
の

學
士
會
館
で
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、受
賞
作
を
決
定

し
た
。
選
考
結
果
の
発
表
を
、二
月
二
十
八
日

に
行
っ
た
。

　

小
説
部
門
の
や
ま
な
し
文
学
賞
に
は
副
賞

と
し
て
、
百
万
円
、
同
佳
作
二
編
に
は
各
三
十

万
円
、
研
究
・
評
論
部
門
の
や
ま
な
し
文
学
賞

二
編
に
は
各
五
十
万
円
が
贈
ら
れ
る
。

　

ま
た
、小
説
部
門
の
三
編
は
山
梨
日
日
新
聞

紙
上
及
び
同
紙
電
子
版
に
掲
載
、や
ま
な
し
文

学
賞
「
梵ぼ
ん

字じ

碑ひ

に
ザ
リ
ガ
ニ
」
は
単
行
本
と

し
て
刊
行
す
る
。

◆
受
賞
作
品
◆

小
説
部
門

□
や
ま
な
し
文
学
賞

・
「
梵ぼ
ん

字じ

碑ひ

に
ザ
リ
ガ
ニ
」

崎さ
き

浜は
ま　

慎し
ん

（
沖
縄
県
在
住
）

［
受
賞
の
言
葉
］

　

大
江
健
三
郎
が
、「
世
界
規
模
の
暴
力
」
と

「
個
人
に
や
ど
る
暴
力
」
を
つ
な
げ
て
考
え
た

い
、
と
書
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
創
作
す
る
上

で
の
私
の
だ
い
そ
れ
た
目
標
で
も
あ
る
。「
暴

力
」
に
限
定
す
る
必
要
は
な
い
が
、個
人
と
そ

れ
を
取
り
巻
く
社
会
を
切
り
離
し
て
も
の
を

書
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と

思
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
の
は
、

米
軍
基
地
を
抱
え
る
沖
縄
が
、政
治
社
会
の
潮

流
を
も
ろ
に
受
け
て
い
る
の
だ
と
ま
ざ
ま
ざ

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
場
で
あ
る
か
ら
だ

ろ
う
。
戦
後
七
十
五
年
に
な
る
い
ま
も
、沖
縄

県
民
は
米
軍
に
よ
る
暴
力
に
絶
え
間
な
く
さ

ら
さ
れ
、生
活
を
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な

沖
縄
と
い
う
「
狭
い
」
地
域
を
描
き
つ
つ
、そ

れ
が
広
い
世
界
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う

な
作
品
を
い
つ
か
書
き
た
い
と
思
う
。

　

と
、
理
想
を
述
べ
な
が
ら
も
、
今
回
の
作
品

は
、あ
る
家
族
の
あ
く
ま
で
も
私
的
な
事
柄
を

テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。沖
縄
が
置
か
れ

て
い
る
状
況
を
直
に
描
く
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、そ
こ
に
ふ
だ
ん
生
活
す
る
人
間
の

姿
が
少
し
で
も
伝
わ
れ
ば
、と
い
う
願
い
も
込

め
て
い
る
。

　

受
賞
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、励
み
に
な

り
、今
後
も
書
き
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
新
た
に
し
た
。
選
考
委
員
、事
務
局
な

ど
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
は
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。

□
や
ま
な
し
文
学
賞
佳
作

・
「
鷹た
か

を
飼か

う
」

松ま
つ

本も
と

昂た
か

幸ゆ
き

（
東
京
都
在
住
）

・
「
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
」

和い

泉ず
み

真ま

矢や

子こ

（
兵
庫
県
在
住
）

研
究
評
論
部
門

□
や
ま
な
し
文
学
賞

・
服は

っ
と
り部

徹て
つ

也や

（
大
谷
大
学
文
学
部
任
期
制
助

教
）

『
は
じ
ま
り
の
漱そ

う

石せ
き　

『
文ぶ

ん

学が
く

論ろ
ん

』
と
初し

ょ

期き

創そ
う

作さ
く

の
生せ

い

成せ
い

』（
二
〇
一
九
年
九
月　

新

曜
社
）

（
主
な
編
著
）

共
著
に
西
田
谷
洋
（
編
）『
文
学
研
究
か
ら

現
代
日
本
の
批
評
を
考
え
る
―
―
批
評
・
小

説
・
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
め
ぐ
っ
て
』

（
二
〇
一
七　

ひ
つ
じ
書
房
）、
小
平
麻
衣

子(

編)

『
文
芸
雑
誌
『
若
草
』
―
―
私
た

ち
は
文
芸
を
愛
好
し
て
い
る
』（
二
〇
一
八　

翰
林
書
房
）、坪
井
秀
人
（
編
）『
戦
後
日
本

文
化
再
考
』（
二
〇
一
九　

三
人
社
）。

・
河こ

う

野の

龍た
つ

也や

（
実
践
女
子
大
学
文
学
部
国
文

学
科　

教
授
）

『
佐さ

藤と
う

春は
る

夫お

と
大た

い
し
ょ
う正
日に

本ほ
ん

の
感か

ん

性せ
い

―

「
物も

の
が
た
り語」
を
超こ

え
て
』（
二
〇
一
九
年
三
月 

鼎
書
房
）

（
主
な
編
著
）

・
河
野
龍
也
編
『
佐
藤
春
夫
読
本
』（
二
〇
一

五　

勉
誠
出
版
）

・
井
原
あ
や
・
梅
澤
亜
由
美
・
大
木
志
門
・
大

原
祐
治
・
尾
形
大
・
小
澤
純
・
河
野
龍
也
・

小
林
洋
介
編
『「
私
」
か
ら
考
え
る
文
学
史

－
私
小
説
と
い
う
視
座
』（
二
〇
一
八　

勉

誠
出
版
）

■
「
資
料
と
研
究
」
第
二
十
五
輯
目
次

　

Ａ
５
判
一
五
六
頁
・
三
月
下
旬
発
行

・
我
ら
の
ペ
ム
ペ
ル
と
ネ
リ
は
い
っ
た
い
ど

こ
ま
で
行
け
る
だ
ろ
う
か

 

栗
原　

敦

・
講
演
録
「
宮
沢
賢
治
へ
の
問
い
」

 

赤
坂
憲
雄

・
宮
沢
賢
治
の
短
歌
を
読
む

 

三
枝
昻
之

・
講
演
録
「
対
談 

太
宰
治
・
著
書
と
資
料
を

め
ぐ
っ
て
」

 

安
藤　

宏

 

川
島
幸
希

・
飯
田
蛇
笏　

高
室
呉
龍
宛
書
簡 

翻
刻

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年

 

高
室
有
子

・
井
伏
鱒
二　

野
上
照
代
宛
書
簡 

翻
刻

 

中
野
和
子

・
佐
佐
木
茂
索
日
記
「
且
樂
軒
記
」
参
翻
刻

 

保
坂
雅
子

・
中
村
星
湖
作
成
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
㉕

　

そ
の
八

 

外
川
豊
子
・
小
林
幸
代
・
中
島
桂
子

口
一
葉
記
念

　
第
二
十
八
回

や
ま
な
し
文
学
賞
結
果
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開
館
三
十
周
年
を
迎
え
た
二
〇
一
九
（
平
成

三
十
一
・
令
和
元
）
年
は
一
月
か
ら
の
新
収
蔵

品
展「
手
書
き
の
リ
ズ
ム
」を
皮
切
り
と
し
て
、

一
年
を
通
じ
て
様
々
な
記
念
事
業
を
行
っ
た
。

三
月
二
日
（
土
）、
三
枝
昻
之
館
長
と
県
立
美

術
館
の
青
柳
正
規
館
長
と
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
館

長
ト
ー
ク
（
美
術
館
講
堂
）
は
、
美
術
館
開
館

四
十
周
年
（
二
〇
一
八
年
度
）
と
文
学
館
開
館

三
十
周
年
（
二
〇
一
九
年
度
）
を
あ
わ
せ
て
の

記
念
企
画
。
芸
術
の
森
公
園
内
に
隣
接
す
る
両

館
の
館
長
が
、
美
術
と
文
学
の
ゆ
た
か
な
交
流

に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。
年
度
が
改
ま
っ
た
四

月
か
ら
本
格
的
な
事
業
を
開
始
、
文
学
を
知

り
、
広
く
日
本
文
化
に
親
し
む
場
を
提
供
す
る

催
し
を
通
じ
、
文
学
館
の
魅
力
を
発
信
し
た
。

■
「
そ
の
こ
と
ば
の
つ
づ
き
へ
」

　

文
学
館
の
新
た
な
魅
力
の
発
信
と
し
て
、

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
そ
の
こ
と
ば
の
つ
づ
き

へ
」
を
、
四
月
二
十
七
日
（
土
）、
三
枝
館
長

が
研
修
室
に
お
い
て
発
表
し
た
。
同
日
、
外
壁

に
懸
垂
幕
を
掲
げ
、
館
の
イ
ラ
ス
ト
を
あ
し

ら
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
（
二
万

枚
）
の
配
布
を
始
め
た
。
県
内
の
書
籍
組
合
を

通
じ
て
各
書
店
で
の
利
用
を
依
頼
し
た
ほ
か
、

県
内
各
図
書
館
、
博
物
館
施
設
、
館
内
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
利
用
者
へ
配
布

し
た
。

　

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
発
表
と
あ
わ
せ
、
短
歌
の

上
の
句
「
あ
の
と
き
の
出
会
い
が
あ
っ
て
今
が

あ
る
」（
五
・
七
・
五
）
に
続
く
下
の
句
（
七
・
七
）

を
八
月
三
十
一
日
ま
で
募
集
。
応
募
さ
れ
た
全

作
品
三
、〇
六
一
点
（
一
般
三
〇
二
点
、
小
中

高
校
二
、七
五
九
点
）
を
掲
載
し
た
冊
子
を

十
一
月
十
日
に
発
行
し
、
応
募
者
に
配
布
す
る

と
共
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
二
階
ロ

ビ
ー
に
パ
ネ
ル
掲
示
を
行
っ
た
。（
十
二
月

二
十
四
日
ま
で
）

■
囲
碁
の
本
因
坊
戦
開
催

 

五
月
二
十
二
日
（
水
）、
二
十
三
日
（
木
）

　

囲
碁
の
第
七
十
四
期
本
因
坊
戦
第
二
局
を

芸
術
の
森
公
園
内
の
素
心
菴
に
お
い
て
開
催
。

関
連
事
業
と
し
て
、
二
十
二
日
は
、「
短
歌
・
俳

句
創
作
と
合
同
合
評
会
」
を
開
催
。
県
内
の
歌

人
七
人
・
俳
人
八
人
が
午
前
中
、
初
手
観
戦
を

し
た
後
、
公
園
内
を
散
策
、
文
学
館
の
展
示
観

覧
を
し
て
作
品
を
創
作
。
午
後
、
美
術
館
講
堂

に
お
い
て
三
枝
館
長
司
会
に
よ
り
一
般
公
開

の
形
で
合
評
会
を
行
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
文
学

館
研
修
室
に
お
け
る
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導

碁
（
二
十
二
日
）、
講
堂
に
お
け
る
棋
士
と
館

長
の
ト
ー
ク
と
大
盤
解
説
会
（
二
十
三
日
）
を

実
施
。
常
設
展
で
は
「
囲
碁
と
文
学
」
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
川
端
康
成
書
簡
な
ど
を
展
示

（
四
月
二
十
三
日
～
六
月
二
日
）
し
、
閲
覧
室

で
は
囲
碁
を
愛
好
し
た
作
家
の
作
品
に
関
わ

る
図
書
・
逐
次
刊
行
物
を
紹
介
す
る
「
囲
碁
と

作
家
」コ
ー
ナ
ー（
五
月
十
五
日
～
六
月
五
日
）

を
設
け
た
。

■
開
館
三
十
周
年
記
念
式
典

 

九
月
二
十
日
（
金
）

　

関
係
者
・
来
賓
を
招
き
、
研
修
室
に
お
い
て

記
念
式
典
を
開
催
。
文
学
館
協
議
会
会
長
を
長

く
務
め
ら
れ
た
数
野
強
氏
、
三
十
年
間
協
力
員

と
し
て
奉
仕
活
動
に
尽
力
し
た
九
名
の
方
々

へ
館
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
、
三
十
年
の
歩
み

を
画
像
で
振
り
返
っ
た
。
こ
の
内
容
は
記
念
冊

子
に
ま
と
め
出
席
者
へ
配
布
し
た
。
式
典
終
了

後
引
き
続
き
、
企
画
展
「
宮
沢
賢
治
展
」
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
っ
た
。

■
文
学
講
演
会

　
林
真
理
子
「
小
説
の
力
を
信
じ
て
」

 

十
一
月
十
日
（
日
）

　

本
県
出
身
の
作
家
林
真
理
子
氏
を
講
師
に

迎
え
、
講
堂
で
開
催
。
改
元
に
ち
な
む
様
々
な

行
事
の
体
験
や
、「
西
郷
ど
ん
！
」
を
始
め
と
す

る
歴
史
小
説
執
筆
に
あ
た
っ
て
の
苦
心
、
こ
れ

か
ら
の
仕
事
の
こ
と
な
ど
、
多
彩
な
話
題
に
ふ

れ
、
満
員
の
会
場
を
終
始
魅
了
し
た
。

■
年
間
通
じ
て
の
記
念
展
示
の
展
開

【
常
設
展
】「
近
代
文
学
の
名
作
」
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
、春
は
樋
口
一
葉
「
た
け
く
ら
べ
」「
に

ご
り
え
」、
夏
は
芥
川
龍
之
介
「
或
阿
呆
の
一

生
」、
秋
は
山
本
周
五
郎
「
青
べ
か
物
語
」「
お

ご
そ
か
な
渇
き
」、
冬
は
深
沢
七
郎
「
楢
山
節

考
」「
笛
吹
川
」
を
取
り
上
げ
、そ
れ
ぞ
れ
館
蔵

の
原
稿
・
草
稿
を
展
示
し
た
。

【
閲
覧
室
資
料
紹
介
】「
映
像
に
な
っ
た
文
学
作

品
」（
二
月
～
四
月
）、「
太
宰
治
を
読
む
」（
四
月

～
六
月
）「
山
と
水
に
遊
ぶ
」（
七
月
～
八
月
）

「
宮
沢
賢
治
の
世
界
」（
九
月
～
十
一
月
）
を

テ
ー
マ
に
館
蔵
図
書
・
逐
次
刊
行
物
の
展
示
を

行
っ
た
。

【
特
設
展
・
企
画
展
】

　

新
収
蔵
品
展
「
手
書
き
の
リ
ズ
ム
」

　
　
　

一
月
二
十
六
日
（
土
）

 

～
三
月
二
十
四
日
（
日
）

特
設
展「
太
宰
治　

生
誕
110
年
―
作
家
を
め

ぐ
る
物
語
―
」

　
　
　

四
月
二
十
七
日
（
土
）

～
六
月
二
十
三
日
（
日
）

　

特
設
展
「
山
と
水
の
文
学
」

　
　
　

七
月
十
三
日
（
土
）

～
八
月
二
十
五
日
（
日
）

企
画
展「
宮
沢
賢
治
展　

よ
う
こ
そ
イ
ー
ハ

ト
ー
ブ
の
世
界
へ
」

　
　
　

九
月
二
十
一
日
（
土
）

 

～
十
一
月
二
十
四
日
（
日
）

開
館
三
十
周
年
記
念
事
業
報
告
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■開館時間
○展示室　９：00～17：00（入室は16：30まで）
○閲覧室・研究室　９：00～19：00（土・日・祝日～18：00）
○講　堂・研修室　９：00～21：00
○茶　室　９：00～21：00（準備・片付けの時間も含みます）
○ミュージアムショップ　９：30～16：20
■休館日等（３月～６月）
○３月２・９・16・23・30日　○４月６・13・20日
○５月７・11・18・25日　　　○６月１・８・15・22・29日
■常設展示室観覧料

一般330円（260円）　大学生220円（170円）
（　）内は20人以上の団体料金
高校生以下の児童・生徒、65歳以上、障害者手帳をご持参
の方、およびその介護をされる方は無料です。
■施設利用のお申し込みについて
○講堂・研修室・研究室・茶室の申し込みは、使用する日の６ヶ

月前から原則として10日前までです。
☆いずれも休館日は受け付けません。使用上の注意は申し込み

の際、ご説明いたします。

■新型コロナウィルス感染拡大予防のための施設利用の変更に
ついて（３月３日現在）

○３月20日までの期間、次のとおりとします。
展示室・閲覧室・研究室・ミュージアムショップ：休止
講堂・研修室・茶室：通常通り　※各イベント等の延期・中
止は主催者にご確認下さい。

○３月21日以降の予定については、当館ホームページ等でお
知らせいたします。
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　令和２年 3 月 10 日発行
　　　編集兼　　三　枝　昻　之　　　発行人
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　　　〒４００－００６５
　　　山梨県甲府市貢川一丁目５－３５
　　　☎ 055（235）8080　FAX 055（226）9032
https://www.bungakukan.pref.yamanashi.jp/
※紙面・記事・写真等の無断転載・転用

はお断りします。

館　の　日　誌
９・13（金） 年間文学講座１「富士山を詠む和歌―中世―」
 講師　佐藤明浩（都留文科大学教授）
  閲覧室　文学者の誕生日にちなんだ資料紹介　

「徳永寿美子」（～10・３）
９・18（水） 出前授業（北杜市高根放課後子ども教室）
９・19（木）  年間文学講座２「林芙美子『放浪記』―女性と労

働と詩　講師　大木志門（山梨大学准教授）
９・20（金）  企画展「宮沢賢治展　ようこそイーハトーブの世

界へ」レセプション
 閲覧室資料紹介「宮沢賢治の世界」（～11・24）
９・21（土）  企画展「宮沢賢治展　ようこそイーハトーブの世

界へ」（～11・24）
  企画展関連講演会「カムパネルラのスケッチ帖」　

講師　長野まゆみ（作家）
９・23（月・祝）名作映画鑑賞会「風の又三郎」
 茶室「素心菴」にて呈茶
９・28（土）  企画展関連講座「資料が語る宮沢賢治―展示のみ

どころ」講師　中野和子（当館学芸員）
10・２（水） 出前授業（北杜市長坂放課後子ども教室）
10・３（木） 飯田蛇笏・龍太碑前祭
10・４（金） 年間文学講座１「近世文学に見る富士山」
 講師　加藤敦子（都留文科大学教授）
10・５（土） 企画展関連講演会「宮沢賢治への問い」
 講師　赤坂憲雄（民俗学者・学習院大学教授）
10・６（日） 茶室「素心菴」にて呈茶
10・10（木） 教師のための学習会
10・13（日） 第６回読書会
10・14（月・祝）名作映画鑑賞会「蒲田行進曲」
10・16（水）  秋の常設展　期間限定公開　近代文学の名作５
 山本周五郎「おごそかな渇き」（～12･１）
10・17（木）  年間文学講座２「宮沢賢治『銀河鉄道の夜』―児

童文学か宗教文学か」
 講師　大木志門（山梨大学准教授）
10・18（金）  閲覧室　文学者の誕生日にちなんだ資料紹介
 「八木義德」（～11・７）
11・１（金） 年間文学講座１「富士山と江戸時代の旅」
 講師　加藤敦子（都留文科大学教授）
11・３（日）  企画展関連　講演と演奏「賢治作品の奏でる音楽」

講師　宮澤和樹（林風舎代表取締役）朗読・ピア
ノ演奏　宮澤やよい　ヴァイオリン演奏　宮澤香帆

11・９（土） 名作映画鑑賞会「砂の器」
11・10（日）  開館30周年記念講演会「小説の力を信じて」
 講師　林真理子（作家）
 第７回読書会
11・15（金）  閲覧室　文学者の誕生日にちなんだ資料紹介
 「石原八束」（～12・５）
11・16（土）  企画展関連対談・文学創作教室「宮沢賢治　短歌・

俳句の世界」
  講師　石寒太（俳人）・今野寿美（歌人）
 進行　三枝昻之（当館館長・歌人）
11・20（水） 書庫見学
 茶室「素心菴」にて呈茶
11・21（木）  年間文学講座２「芥川龍之介『歯車』―遺作の中

の幻想」講師　大木志門（山梨大学准教授）
11・23（土）  企画展関連講演会「宮沢賢治の文学的表現行為―

〈本統に一切を肯定する〉ために―」
 講師　栗原敦 （実践女子大学名誉教授）
12・３（火）  冬の常設展　期間限定公開　近代文学の名作６
 深沢七郎「楢山節考」（～１･26）
12・８（日） 第８回読書会
12・14（土）  朗読公演会「オペラ　タング─まほうをかけられ

た舌」＋うたのステージ
 出演　オペラシアターこんにゃく座
12・19（木）  年間文学講座２「谷崎潤一郎『春琴抄』―フィク

ションと事実の間」
 講師　大木志門（山梨大学准教授）
12・21（土） 文学創作教室「三枝浩樹短歌教室」
１・５（日） 茶室「素心菴」にて呈茶
１・10（金） 年間文学講座１「中国の霊山」
 講師　寺門日出男（都留文科大学教授）
１・11（土） 第10回新春小学生百人一首教室
１・12（日） 第９回読書会
１・25（土）  「新収蔵品展　作家のエピソード」（～３・22）
１・28（火）  冬の常設展　期間限定公開　近代文学の名作７
 深沢七郎「笛吹川」（～３・８）
１・31（金）  閲覧室　文学者の誕生日にちなんだ資料紹介
 「檀一雄」（～２・20）
２・７（金） 閲覧室資料紹介「探偵小説の時代」（～４・５）
２・９（日） 第10回読書会

利用のご案内


